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１　教育目標

令和４年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　和歌山市立貴志中学校

作成日 令和5年3月7日

豊かな心情と思いやりの心をもち、自ら考え、ねばり強く実践する生徒を育てる。

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・落ち着いた学習環境づくり
・生徒一人一人を大切にする
授業づくり
・全国学調生徒質問紙にお
いて「わかる授業」を８割以上
にする。

・いじめの早期発見を徹底的
に行う。
・全国学調生徒質問紙におい
て「いじめは、どんな理由が
あってもいけない事だと思う」
の１００％回答を目指す。
・生徒会活動の活性化を図り
自主自立の心を育む。

・コロナ禍における学校生活
において、常に自らの健康と
他者の安全を守る意識を育
む。
・全国学調生徒質問紙におい
て「朝食を毎日食べる」を９割
５分以上にする。

・全国学調生徒質問紙にお
いて「地域や社会をよくする
ために何をすべきかを考え
ることがありますか」におい
て県・国の調査結果に近づ
ける。

・学校において生徒が「わかる授
業」を展開しようとしていることは
良いことである。
・全国学力学習状況調査や和歌
山県学習到達度の結果だけを
取り上げるのではなく皆が参加
できる授業展開を希望する。
・指標のアンケート結果は国語：
85.0％・数学：80.8％と達成でき
ている。

・道徳教育を学校独自性で取り
組んでいる。
・いじめのない学校学級作りをめ
ざし、人権教育の推進を。
・自然に恵まれた環境のなかで
の教育活動は、子供たちにとっ
ても成果がある。
・規範意識を高め生徒の健全育
成を目標としている。
・指標のアンケート結果は、
99.0％とほぼ達成できている。

・毎日の学校生活で基本的生活
習慣を高めようとしている。朝ご
飯を食べる習慣をつけることは大
切である。
・部活動において健やかな体の
育成を図ろうとしている。
・情報モラルがまだ徹底できてい
ないので、取り組んでほしい。
・指標のアンケート調査結果は、
92.0％とあと少しで達成できるま
でにきている。

・「貴志の教育を高める会」は貴
志地区の伝統であり誇りであ
る。コロナ禍であったが、今後も
継続が大事である。
・家庭、地域、学校との連携が
図れるような目標設定である。
・指標のアンケート結果は、
34.8％であり国：40.7％・県：
36.8％と比較すると劣っておりこ
れからの課題である。

・「学び合いの学習」を進めてい
ることは良い。これからの時代
は、人にうまく話すことが大事な
のでこの授業スタイルを進展さ
せてほしい。
・「本時のめあて」を板書してい
るので生徒はわかりやすい。
・ディスカッションをしている授業
があったが将来的に役に立つと
思う。
・コロナ禍のなかでの授業工夫
ができている。第１回の学校運
営協議会の際に授業を見せてい
ただきましたが、みな落ち着いて
学習できていました。

・挨拶をできる生徒が多くなって
きている。更に多くの生徒ができ
ることが出来れば良い。
・道徳教育を保護者にも啓発し
なければならない。
・いじめ根絶に向けて道徳教育
の充実を図ってほしい。
・毎月１回朝学活で、いじめなく
そうデーの放送は、今後も続け
てもらいたい。
・通学路において交通マナーの
良くない生徒への指導を徹底し
て欲しい。

・体育的行事の更なる活性化を
目標にして取り組んで欲しい。
・遅刻をしている生徒は常習化し
ているようである。改善できる点
については、早急に取り組んで欲
しい。
・情報モラルの啓発を更に増加さ
せればネットトラブルなどは減少
していくものと考えられる。
・コロナの状況が今後改善されて
いけば、以前のように、体育の授
業や部活動を活発に行っていっ
てほしい。

・学校からの配布物が家庭に届
きにくい状況なので改善策を講
じて欲しい。
・地域との連携が少し希薄なよ
うな気がする。更に回覧板など
で広報活動を図ってほしい。
・花壇への花うえが行き届いて
いる。
・育友会活動が盛んで、活動が
生徒に還元できている。
・小中交流会の実施は、小学校
の児童にとってよい機会となっ
ている。教員間でも小中での交
流がもう少しできればよいと思
う。

・補充学習を更に深めていけば
学力も向上すると思われる。
・和歌山大学との連携による教
育ボランティアの取組が本年度
少なかったように思われる。
・教員同士の公開授業が多くお
互いに切磋琢磨しながら授業力
を高めようとしている。
・別室（ステップルーム）指導で
の授業は生徒一人ひとりを大切
にしていると思われる。

・授業中・休憩中を問わず教員
の生徒指導への危機感が強い。
そのため、今年度は生徒が落ち
着きを見せ始めた。
・道徳科においては、様々な教
材を視覚的に取り入れ生徒の理
解度を高めている。。
・教員全体が一致団結をしてい
る。そして、生徒指導に取り組ん
でいる。

・以前に比べると学校全体が落ち
着いてきているように思う。
・体育的行事を増やし更なる体力
の向上を目指せばよいと思う。
・学年集会や「生徒指導だより」
「学校便り」などにおいて情報モ
ラルに対して取り組んでいる。
・警察本部によるキッズサポート
は大変効果があると思う。

・途切れていた学校行事を戻し
保護者参加を増やしたい。育友
会活動も徐々に戻りつつあると
思われる。
・「貴志の里展」はコロナ禍のた
め、ここ数年開催できずにある。
老人クラブ連合会との繋がりの
場であり、残念である。
・各家庭と地域との繋がりを深
めるための発信源を学校で取り
組んで欲しい。

・「グループ学習」を更に進め
全ての生徒が意欲的に授業
参加できるように取り組めば
更に学力向上に繋がる。
・授業において生徒の「話す
機会」をもっと多くすれば将来
的に役立つと思われる。
・今年度も、授業改善に取り
組んだことがよく分かる。次
年度も更なる改善を目指して
欲しい。

・キャリア教育「未来スクー
ル」は良かった。今後も子ど
も達に体験させてたい。
・道徳に関する外部講師を要
請して保護者も講演を聞くよ
うにすればよいと思う。
・保護者の道徳心を高めるよ
うな取り組みを早急に考えな
ければならないと思う。
・子供の躾より保護者への道
徳啓発が必要である。

・SNSでのトラブルが後を絶た
ない現状を踏まえ、早期対策
を講じるべきである。
・「社会のルール」を道徳科で
更に生徒に学習させるように
尽力して欲しい。
・学校施設を休日に開放させ
て「体を動かす楽しさ」を身に
着けさせたらよいと思う。
・朝食を食べる習慣を家庭に
も協力する必要がある。

・学校行事への保護者参加
増員を育友会とタイアップす
ればよいと思う。
・地域の人材を活用した講義
や講演会を積極的に取り入
れ更に活性化を図る。
・学校運営協議会を通じて地
域と学校との連携を更に深
める。コロナ禍での制限さの
中、今後、会議の回数も増
やしていければ。

３　その他のご意見
・学校の立地条件が悪いため、地域との繋がりがやや弱くなっていることが残念である。
・通学路において外灯がない箇所があり心配である。
・新型コロナウイルス感染の対応は適切であった。
・携帯電話を所持している生徒が多くなった。
・登下校の交通マナーやモラルを更に啓発して欲しい。
・津波避難訓練では、お世話になりました。防災（地震・津波）について、貴志地区全体で話ができる機会があればよいと感じます。
・情報モラルについては小学校でも課題が大きいです。連携して取り組めたらと思います。


